
所
信
表
明
の
全
文
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

新
組
織

新
組
織
がが
始
動
始
動

　

大
西
市
政
第
１
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

当
た
り
、
組
織
機
構
を
一
部
見
直
し
、

経
済
部
に
「
四
国
は
ひ
と
つ
課
」
と
「
山

お
こ
し
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

四国４県の県境をまたぐ隣接や周辺の
自治体が交流を深め、「なか四国圏」と
して連携・協調しながら、「四国はひと
つ」の実現を目指すまちづくりを推進
します。

四国はひとつ課  28-6168

経済部経済部

四国はひとつ課
7/1

土居三山（東赤石山・二ツ岳・赤星山）
や金砂・富郷、新宮、切山などの山岳観
光を推進し、中山間地域の振興と魅力
の発掘・発信を通じて、地域活性化や
自然と共存する山おこしを目指します。

山おこし課  28-6169

経済部経済部

山おこし課

ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

�　
　
　
　

　

�

▼
創
業
・
起
業
支
援
や
Ｃ
Ｎ
Ｆ
な
ど
新

た
な
産
業
の
開
拓
▼
生
成
Ａ
Ｉ
用
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
▼
女
性
が
輝
く
コ

ト
・
モ
ノ
づ
く
り
支
援
▼
地
域
産
業
の

人
材
確
保
・
定
着

　　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

オ
フ
ィ
ス
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
超
越
す

る
コ
ト
・
モ
ノ
づ
く
り
で
、
暮
ら
し
に
寄

り
添
う
紙
の
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

磨
き
を
か
け
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
高

め
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

�　
　
　
　

　

�

▼
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園 

in 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
」
の
開
催
を
契
機
と
し

た
文
化
の
世
界
展
開
▼
紙
産
業
の
力
を

活
か
し
た
新
規
事
業
の
可
能
性
の
模
索

▼
真
鍋
淑
郎
博
士
の
顕
彰
▼
魅
力
あ
る

人
材
の
発
掘
や
移
住
・
定
住
の
促
進

　　

地
域
・
自
然
環
境
・
観
光

地
域
・
自
然
環
境
・
観
光

　

地
域
の
つ
な
が
り
を
基
盤
と
し
て
生
活

環
境
や
ふ
る
さ
と
の
自
然
環
境
と
共
生

し
、
循
環
型
社
会
を
追
求
し
な
が
ら
持
続

可
能
な
進
化
系
日
本
一
の
紙
の
ま
ち
プ
ラ

ス
・
ア
ル
フ
ァ
を
目
指
し
ま
す
。

　

�　
　
　
　

　

�

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
向
け

た
市
民
と
の
対
話
▼
公
民
館
・
交
流
セ

ン
タ
ー
の
在
り
方
の
検
討
▼
脱
炭
素
社

会
へ
の
挑
戦
や
山
林
資
源
の
活
用
▼
自

然
環
境
の
保
全
・
魅
力
発
信
や
低
山
観

光
の
推
進

　　

都
市
基
盤
・
安
心
安
全

都
市
基
盤
・
安
心
安
全

　

災
害
に
強
く
安
心
安
全
な
都
市
基
盤
を

整
備
し
、
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
立
地

を
活
か
し
て
、
四
県
の
文
化
・
経
済
の
交

流
拠
点
と
な
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

�　
　
　
　

　

�

▼
生
活
道
路
や
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

▼
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
安
心
・
安
全
確
保

▼
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
避
難
所
運
営
の
推

進
な
ど
防
災
・
減
災
の
強
化
▼
地
域
公

共
交
通
の
再
構
築
や
移
動
・
買
い
物
支

援
▼
官
民
連
携
に
よ
る
空
き
家
・
空
き

地
の
適
正
管
理
と
有
効
活
用

　　

広
域
圏
・
行
財
政

広
域
圏
・
行
財
政

　

浄
財
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
行
財
政

改
革
や
入
札
制
度
の
見
直
し
、
行
政
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
よ
っ
て
、
足
腰
の
強
い
財
政
基

盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
予
地
域
の
自
治
体
間
の
連
携

を
深
め
る
と
と
も
に
、「
四
国
は
ひ
と
つ
」

の
理
念
の
下
、
隣
接
４
県
の
周
辺
自
治
体

間
の
相
互
交
流
を
活
性
化
し
、「
な
か
四

国
圏
」
と
し
て
の
広
域
連
携
と
協
調
を
進

め
ま
す
。

010203

0405

0607

大西市政 7 つの柱と戦略方針大西市政 7 つの柱と戦略方針大西市政 7 つの柱と戦略方針大西市政 7 つの柱と戦略方針
　　

子
育
て
・
福
祉
・
健
康

子
育
て
・
福
祉
・
健
康

　

地
域
の
中
で
共
に
子
ど
も
を
産
み
育

て
、
地
域
の
大
人
が
幼
児
に
引
き
出
さ
れ

る
善
性
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
、
健
や
か
に

幸
せ
を
分
か
ち
合
え
る
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。

　

�　
　
　
　

　

�

▼
産
前
・
産
後
ケ
ア
や
子
育
て
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
▼
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
▼
障
が
い
者
や
高
齢
者
施

策
の
充
実
▼
介
護
予
防
に
よ
る
健
康
寿

命
の
延
伸
▼
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

生
活
支
援
体
制
の
整
備

　　

教
育
・
文
化
・
芸
術

教
育
・
文
化
・
芸
術

　

誇
り
高
き
先
人
か
ら
の
学
び
を
基
礎
と

し
、
多
様
性
と
包ほ

う
せ
つ
せ
い

摂
性
の
下
で
磨
き
合
う

気
風
を
高
め
、
次
世
代
の
可
能
性
に
つ
な

げ
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

�　
　
　
　

　

�

▼
義
務
教
育
の
最
適
化
と
高
等
教
育
機

能
の
再
構
築
▼
発
達
支
援
や
不
登
校
対

策
と
最
適
共
育
の
推
進
▼
芸
術
・
文
化

振
興
▼
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
中
学
校
の

在
り
方
の
検
討

　　

産
業
・
経
済
・
Ｄ
Ｘ

産
業
・
経
済
・
Ｄ
Ｘ

　

紙
漉
き
の
原
点
と
無
限
の
可
能
性
を
探

求
し
、
企
業
の
技
術
革
新
と
雇
用
の
多
様

化
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
Ａあ

いＩ
あ
る
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
紙
か
ら
ひ
ね
り
出
す
ま

戦
略
方
針

戦
略
方
針

戦
略
方
針

戦
略
方
針

戦
略
方
針

戦
略
方
針

四
国
中
央
市
長

　
　
大
西
賢
治

健
け ん ぜ ん さ っ し ん

善颯新児
じ ど う か ん た い

童歓待廃
は い け ん ち し ゅ う

県置州
合併当時の道州制の議論の中で、
四国州という将来像を描いた市民
の期待を背負い誕生した四国中央
市の原点へ回帰し、隣接自治体と
の連携を通じて、「四国はひとつ」
を牽引するまちづくりを推進しま
す。また、災害時の広域拠点とな
ることを目指します。

全ての市民が子どもたちに「生ま
れてきてくれてありがとう」とい
う思いと真心をもって育てていく
ために、「子どもたちの心に投資
する」ことを土台に、子どもたち
の夢を応援するとともに、子ども
目線の支援制度を創設します。

健全で善良な市民自治を目指し、
市政運営を清らかに新しくするた
めに、公平公正で折り目正しい市
政運営を行います。合わせて、職
員が生き生きと働ける職場環境を
整え、笑顔と活気ある市役所づく
りを進めます。

信
条
３

信
条
２

信
条
１

　

昨
今
、
世
界
経
済
は
過
去
に
類
を
見
な

い
混
迷
の
中
に
あ
り
、
我
が
国
の
政
治
や

経
済
情
勢
、
そ
し
て
地
方
自
治
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
深
い
霧
に
覆
わ
れ
た
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
に
は
法
皇
の
山

並
み
に
育
ま
れ
た
森
林
や
豊
か
な
水
の

恵
み
、
ダ
ム
と
港
湾
と
共
に
発
展
し
て
き

た
紙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
や
研
究
・
教
育
機

関
、
四
国
８
の
字
ル
ー
ト
の
結
節
点
を
有

す
る
高
速
道
路
網
と
い
う
、
困
難
や
逆
境

を
は
ね
の
け
、
四
国
の
真
ん
中
「
な
か

四
国
圏
」
の
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓
く

力
と
、
十
分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま

す
。

　

私
は
市
長
と
し
て
、
こ
の
ま
ち
の
魅
力

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
全
国
へ
、
そ
し

て
世
界
へ
と
発
信
し
つ
つ
、「
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
四

国
中
央
市
の
明
る
い
未
来
を
創
っ
て
い

く
」。
そ
の
よ
う
に
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
政
の
か
じ
取
り
を
預
か
る
に
当
た

り
、「
市
政
善
進
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
掲
げ
、「
健
善
颯
新
」、「
児
童
歓
待
」、「
廃

県
置
州
」
と
い
う
３
つ
の
信
条
の
下
に
７

つ
の
政
策
の
柱
を
立
て
、
戦
略
を
定
め
ま

し
た
。

　

ど
れ
も
一
朝
一
夕
に
実
現
し
得
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
の
ま
ち
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、「
子
ど
も
た
ち
の
心
に
投
資
す
る
」

こ
と
を
土
台
と
し
て
、
全
力
で
市
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

政
策
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
私

の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
逆ぎ

ゃ
く
ふ
う
ま
ん
ぱ
ん

風
満
帆
」
の
精

神
の
下
、
本
市
特
有
の
地
域
資
源
と
今
日

ま
で
の
行
政
経
験
を
活
か
し
、
議
員
の
皆

さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
市
民

の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
市
政

を
目
指
し
、
過
去
に
類
を
見
な
い
と
思
わ

れ
る
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
西
賢
治
市
長

大
西
賢
治
市
長

    
所
信
表
明

所
信
表
明

大
西
賢
治
市
長

大
西
賢
治
市
長

    
所
信
表
明

所
信
表
明

6 月 10 日に開会した令和 7
年第 2 回市議会定例会にお
いて、大西賢治市長が所信
表明を行い、市政運営の考
え方や方向性を示しました。


